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  4 日本語文献固有の分析上の問題点
についても報告した．
          日本古代史の研究における一字索引の利用例
                     京都大学計算機センター星野 聰
 筆者らは，既に六国史の一つである続日本紀のテキストを計算機可読形式とし，文献情報検
索システムを用いて，オンライン検索を可能にしている．また，更に，日本古代史研究者の利
用に便利なように，一文字ごとに用例検索ができる索引（以下において，一字索引という）を
作成し，これを冊子体にしてプリントしたものを若干の日本古代史研究者の試用に供している．
続日本紀のようだサイズのテキストに対しては，従来の手作業による索引作成は非現実的であ
り，計算機の利用が不可欠である．しかし，この種の開発には，現代の文書にたい問題点が多
く，専門的た知識が要求されるのである．
 今回の研究発表は，このようたテキストに対する一字索引の，歴史研究に対しての有効た実
例を示したものである．即ち，歴史研究上で一見意味のたい，ありふれた文字，またはありふ
れた文字から成る文字列については，従来一般に作成され，．利用されてきたいわゆる事項索引
では，検索の手段がないのである．というのは，このようた文字の重要性が認識されていない
ことが多く，事項索引では，恐らく索引のサイズを圧縮するために，見出し語として採用され
ていないことが多いためである．しかしたがら，ありふれた文字でも，それを適切に解釈する
ことが研究に大切な場合があるということを指摘した．
 即ち報告では，上述のようだ文字の例として，「始」，「更」，「還」および「時」を取り上げ，
また文字列の場合として「前年」という熟語について論じた．即ち，日本古代においては，「始」
には単に開始を意味することがあること，「更」には変更を意味することがあること，「還」は
元の場所に戻る場合に限って用いられること，「前年」は一昨年を意味することだとを実例を用
いて示し，これらの解釈が歴史研究上で大切であることを説明した．これらの文字または文字
列は，従来の事項索引では検索できないので，これに関する研究には一字索引の作成と利用が
研究上で重要である．例えば，「前年」の語は，類聚国史索引にも類聚三代格索引にも収録され
ていない．また，考察の結果として，検索の対象とすべきテキストとしては，続日本紀以外の
六国史，類聚国史，類聚三代格，万葉集などをも含むテキストを統合化したテキスト・データ
ベースが必要とたることが導かれる．また，一字索引を作成する際に，索引のサイズを減少さ
せる目的で，もし，ありふれた文字を見出しとして採用したいとすると，研究の目的によって
は，不便なことがあり得ることを示している．
 歴史研究では，現存する限られた史料が意味する内容を，正しく理解したければならたいが，
現代人の感覚で解釈したのでは，危険が多い．そこで，当時の関連する史料を抽出して，それ
に基づいた判断を行なうべきである．従来はこれを研究者の記憶に頼っていたので，見落とし
や忘却の危険があった．従って，計算機の利用は研究を能率的に進めることを可能にするだけ
でたく，研究のレベルを向上させるのにも役立つのである．
